
ジ
ョ
ン
・
モ
リ
ッ
シ
ー
ほ
か
三
名
著

(
上
杉
和
央
監
訳
阿
部
美
香
ほ
か
三
名
訳
)

﹃
近
現
代
の
空
間
を
読
み
解
く
﹄

本
書
は
歴
史
地
理
学
の
教
科
書
と
し
て

S
a
g
e

社

か

ら

刊

行

さ

れ

た

K
ey
C
o
n
cep
ts
in

H
istorical
G
eograph
y
︵
二
〇
一
四
︶
の
邦
訳

で
あ
る
︒
本
書
の
標
榜
す
る
﹁
批
判
歴
史
地
理

学
﹂
と
は
︑
地
理
・
歴
史
的
知
識
が
生
産
さ
れ
る

過
程
で
妥
当
と
さ
れ
て
き
た
主
張
を
批
判
的
に
検

討
し
︑
歴
史
地
理
学
の
文
脈
に
お
い
て
捉
え
直
す

地
理
学
的
実
践
を
指
す
︒
こ
の
視
座
に
立
脚
し
て
︑

過
去
の
多
様
性
の
み
な
ら
ず
︑
現
代
の
空
間
や
地

理
・
歴
史
的
事
象
の
理
解
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が

目
指
さ
れ
て
い
る
︒

近
現
代
に
特
化
し
た
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
英
語
圏
歴
史
地
理
学
の
特
徴
は
︑
政
治
・
社

会
・
文
化
地
理
学
と
強
い
関
連
性
を
持
つ
に
至
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
本
書
は
八
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
構
成
さ
れ
︑
各
三
章
ず
つ
全
二
十
四
章
に
わ

た
っ
て
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
空
間
性
を
読
み
解
く
た
め

の
鍵
概
念
を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
︒

﹁
Ⅰ

コ
ロ
ニ
ア
ル
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な

地
理
﹂
で
は
︑
帝
国
主
義
・
︵
反
︶
植
民
地
主
義

の
相
互
補
完
・
依
存
関
係
が
探
求
さ
れ
る
︒
さ
ら

に
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
文
脈
下
の
開
発
を
正
当
化
す
る

歴
史
的
な
経
緯
の
批
判
的
検
討
に
お
い
て
も
み
ら

れ
る
の
が
︑
批
判
歴
史
地
理
学
に
共
通
す
る
﹁
過

去
を
認
識
す
る
こ
と
で
現
代
を
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化

す
る
﹂
と
い
う
視
点
で
あ
っ
た
︒

﹁
Ⅱ

国
家
／
民
族
建
設
と
地
政
学
﹂
で
は
︑

領
域
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
心
象
地
理
の
検
討

を
通
じ
て
︑
多
様
性
を
覆
い
隠
す
表
象
︑
民
族
紛

争
や
対
テ
ロ
戦
争
に
結
び
つ
く
情
動
的
な
心
象
地

理
が
鋭
く
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

﹁
Ⅲ

歴
史
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
﹂
で
は
︑
近
年

の
文
化
・
社
会
地
理
学
の
重
要
な
概
念
で
あ
る
階

級
・
人
種
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
取
り
上
げ
︑
歴
史
地

理
学
に
お
い
て
︑
差
別
が
正
当
化
さ
れ
た
歴
史
を

い
か
に
し
て
理
解
し
︑
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ

き
か
が
示
さ
れ
て
い
る
︒

﹁
Ⅳ

建
造
環
境
﹂
で
は
︑
自
然
を
社
会
的
に

構
築
さ
れ
た
︑
い
わ
ば
﹁
第
二
の
自
然
﹂
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
る
︒
ま
た
︑

日
本
で
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
Ｍ
・
Ｒ
・
Ｇ
コ

ン
ツ
ェ
ン
に
よ
る
都
市
形
態
学
的
手
法
に
着
目
し

て
い
る
点
も
興
味
深
い
︒

﹁
Ⅴ

場
所
と
意
味
﹂
で
は
︑
文
化
論
的
転
回

の
帰
結
を
踏
ま
え
て
︑
遺
産
︵
ヘ
リ
テ
ッ
ジ
︶
を

め
ぐ
る
文
化
的
か
つ
政
治
的
な
対
立
や
複
雑
な
役

割
が
捉
え
ら
れ
る
︒
さ
ら
に
パ
レ
ー
ド
の
よ
う
な

ス
ペ
ク
タ
ル
を
め
ぐ
る
視
覚
性
と
そ
の
政
治
性
︑

公
共
空
間
に
付
与
さ
れ
る
意
味
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
関
係
な
ど
も
議
論
さ
れ
る
︒

﹁
Ⅵ

モ
ダ
ニ
テ
ィ
と
近
代
化
﹂
で
は
︑
資
本

制
下
の
多
面
的
な
社
会
変
化
を
空
間
化
し
て
捉
え

る
必
要
性
と
同
時
に
︑
こ
れ
ま
で
地
理
と
切
り
離

さ
れ
て
き
た
科
学
と
特
定
空
間
と
の
密
接
な
関
係

性
が
指
摘
さ
れ
る
︒
ま
た
歴
史
地
理
学
に
お
け
る

モ
ダ
ニ
テ
ィ
概
念
の
再
定
位
が
試
み
ら
れ
て
い
る
︒

﹁
Ⅶ

境
界
を
越
え
て
﹂
で
は
︑
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
を
支
え
て
い
る
規
範
的
主
張
を
批
判
す
る
こ

と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
︒
一
方
で
Ｍ
・
フ
ー

コ
ー
の
統
治
性
の
概
念
が
解
説
さ
れ
︑
Ｎ
・
ス
ミ

ス
の
﹁
自
然
の
歴
史
化
﹂
と
い
う
視
点
に
着
目
し
︑

物
質
的
世
界
の
変
化
を
捉
え
た
議
論
も
行
わ
れ
る
︒

﹁
Ⅷ

歴
史
地
理
学
的
知
の
生
産
﹂
で
は
︑
学

史
の
整
理
︑
視
覚
資
料
の
活
用
に
際
し
て
批
判
的

な
視
点
を
持
つ
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
る
︒
最
後
に

内
省
す
べ
き
方
法
論
的
側
面
を
フ
ィ
ー
ル
ド
・
資

料
・
解
釈
・
語
り
の
視
点
か
ら
考
察
し
て
い
る
︒

既
存
の
諸
概
念
が
歴
史
地
理
学
の
文
脈
に
お
い

て
刷
新
さ
れ
る
な
か
で
︑
日
本
の
歴
史
地
理
学
は

何
を
学
び
︑
い
か
な
る
貢
献
を
果
た
す
べ
き
な
の

162 (1020)



だ
ろ
う
か
︒
新
し
い
知
の
生
産
に
向
け
て
思
案
す

る
き
っ
か
け
と
知
的
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
本
書

を
思
考
訓
練
の
教
科
書
と
し
て
︑
地
理
・
歴
史
的

な
事
象
に
関
心
を
持
つ
読
者
に
お
薦
め
し
た
い
︒

︵
菊
判

二
六
八
頁

二
〇
一
七
年
四
月

古
今
書
院

税
別
三
二
〇
〇
円
︶

︵
前
田
一
馬

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
︶

受

贈

誌

︵
二
〇
一
八
年
七
月
五
日
～

二
〇
一
八
年
七
月
二
六
日
︶

九
州
国
際
大
学

国
際
・
経
済
論
集
︵
九
州
国
際

大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
会
︶
二

大
美
和
︵
大
神
神
社
社
務
所
︶
一
三
五

龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
︵
龍
谷
大
学
佛

教
文
化
研
究
所
︶
五
六

三
康
文
化
研
究
所
年
報
︵
三
康
文
化
研
究
所
︶
四

九
R
IT
S
U
M
E
IK
A
N

L
A
W

R
E
V
IE
W
︵
T
h
e

R
itsu
m
eik
an
U
n
iv
ersity
L
aw
A
ssociation
︶

三
六

立
命
館
法
學
︵
立
命
館
大
学
法
学
会
︶
三
七
七

史
學
研
究
︵
廣
島
史
學
研
究
會
︶
三
〇
〇

史
學
雜
誌
︵
史
學
會
︵
東
京
大
学
文
学
部
内
︶
︶

一
二
七

六

信
濃
︵
信
濃
史
学
会
︶
七
〇

七

三
康
文
化
研
究
所
所
報
︵
三
康
文
化
研
究
所
︶
五

三
南
方
文
化
︵
天
理
南
方
文
化
研
究
会
︶
四
四

東
北
学
院
大
学
論
集

歴
史
と
文
化
︵
東
北
学
院

大
学
学
術
研
究
会
︶
五
七

東
北
学
院
大
学
論
集

歴
史
と
文
化
︵
東
北
学
院

大
学
学
術
研
究
会
︶
五
八

編

集

後

記

や
っ
と
皆
様
の
お
手
元
に
第
一
〇
一
巻
第
六
号

を
お
送
り
で
き
ま
す
︒
本
号
は
︑
論
説
三
本
︑
研

究
ノ
ー
ト
一
本
︑
書
評
五
本
︑
紹
介
二
本
か
ら
成

り
︑
近
年
に
な
い
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り

ま
し
た
︒
各
稿
が
対
象
と
し
て
い
る
時
代
は
古
代

か
ら
現
代
に
ま
で
及
び
︑
地
域
も
日
本
・
西
洋
・

東
洋
・
中
東
を
対
象
と
し
た
幅
広
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

漢
魏
時
代
の
皇
帝
の
上
奏
文
へ
の
裁
可
が
必
ず

し
も
皇
帝
自
筆
に
よ
る
署
名
で
は
な
く
︑
印
爾
が

そ
の
信
頼
性
を
担
保
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
た

野
口
論
説
︑
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
制
に
つ
い
て
︑

東
国
の
番
頭
に
よ
る
臨
時
的
共
同
勤
仕
的
性
格
に

対
し
︑
西
国
の
守
護
に
よ
る
恒
常
的
統
属
関
係
的

性
格
を
明
ら
か
に
し
た
勅
使
河
原
論
説
︑
明
治
初

期
の
教
部
省
の
設
置
を
め
ぐ
り
島
地
黙
雷
等
の
西

本
願
寺
が
主
導
的
役
割
を
果
た
し
︑
政
教
関
係
に

大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と
を
解
明
し
た
辻
岡

論
説
な
ど
︑
掲
載
し
た
各
稿
に
つ
い
て
は
︑
新
視

点
で
の
研
究
が
深
化
す
る
嚆
矢
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
︒

本
号
が
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
内
容
に
て
お
送

り
で
き
る
の
も
︑
皆
様
か
ら
積
極
的
に
投
稿
い
た

だ
い
た
成
果
で
あ
る
と
感
謝
い
た
し
ま
す
︒
今
後

と
も
変
わ
ら
ず
果
敢
な
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
︒

︵
白
木
正
俊
︶

二
〇
一
八
年
一
一
月
二
五
日
印
刷

二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
発
行

定
価
一
、
二
〇
〇
円

史

林

第
一
〇
一
巻
第
六
号
︵
通
算
第
五
三
二
号
︶

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
〇
七
五
︶
七
五
三

-
二
七
八
七

発
行
人

史

学

研

究

会

振
替
京
都

〇
一
〇
七
〇
-
二
-
五
一
五
五
番

理
事
長

田

中

和

子

京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

印
刷
所

中

村

印

刷

株

式

会

社

◆
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス
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